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2010（平成22）年訴訟報告
１  終了した訴訟
(1)  岡山市下水道交付金不正受給返還訴訟－最高裁係属中に和解成立
     7月、下水道局長（1300万円×5名）、高島助役（700万円）と和解成立
     9月1日、岡山市に7200万円を返還
     12月、安宅元市長と和解成立（1800万円）
   　12月27日、岡山市に1800万円を返還
２  新たに提訴した訴訟
(1)  市議会大洋州・アジア諸国都市行政視察調査団返還訴訟（ANZAC）
　岡山市に対し、岡山市議会議員ら9名が市議会大洋州・アジア諸国都市行政視察調査団に参加した際に支給した旅費が実費を越える高額なものであるので、各議員及び支出決裁者である髙谷茂男岡山市長に実費との差額を返還請求するよう求める訴訟
  平成22年4月8日提訴、次回期日平成23年3月9日午前11時から（第5回）
(2)  岡山市病院事業管理者訴訟の弁護士報酬請求訴訟
  岡山市に対し、弁護士報酬として約2370万円の支払を求める訴訟
  平成22年6月29日提訴、4回の審理を経て平成23年4月8日午後1時10分判決予定
(3)  平成20年度岡山市議会政務調査費返還訴訟
  岡山市に対し、議会全会派から合計約3500万円の返還を請求するよう求める訴訟
  平成22年7月21日提訴、次回期日平成23年3月15日午前10時～（第4回）
(4)  警察文書非開示処分取消訴訟
  岡山県（代表者県公安委員会委員長）に対し、岡山県警察本部長が、旧岡山東警察署が平成17年に逮捕した窃盗被疑者の捜査費の支出関係書類を全部非開示としたことに対し、非開示処分の取り消しを求める訴訟
  平成18年9月20日の文書の存否を明らかにしない非開示処分が違法として取り消された（平成20年8月20日最高裁上告不受理決定により確定）ことを経て、なお、全部非開示処分がなされたため、非開示処分の取り消しを求めて提訴した。
  平成22年9月９日提訴、前回期日平成23年2月８日午前10時30分～（第3回）
３  前年から継続中の訴訟
(1)  岡山県監査委員への弁護士費用返還訴訟（蜂の巣城）
　岡山県に対し、岡山県監査委員が蜂谷勝司元県議の政務調査費用の返還を求めたオンブズマンの住民監査請求において、ずさんな監査を行ったことにより訴訟となり、弁護士費用相当額の損害を岡山県に負わせたとして、監査委員に損害賠償を請求するように求める訴訟
  平成22年9月29日、オンブズマン敗訴判決、10月13日控訴、前回期日平成23年2月3日午後2時～（第1回）、次回期日平成23年4月21日午後2時～（第2回）
(2)  平成19年度岡山市議会政務調査費返還訴訟
  岡山市に対し、議会全会派から合計約3100万円の返還を請求するよう求める訴訟
  平成21年7月8日提訴、次回期日平成23年3月15日午前10時～（第10回）
以上
